
やめ即徳山ダム
入理 巾田則 :― ZU-1  近月雖万

徳山ダム 風雲、急を告げる!!
共有トラスト地に対する裁決申請 (11月 17日 )
水資源開発公団は、 11月 17日 、共有 トラス ト地の強制収用裁決の申請をを岐阜県収
用委員会 |ヒ 出した。 18日 、当会として声明を発表。

岐阜県収用委員会会長は、徳山ダム裁判の被告代理人
岐阜県収用委の端元博保会長は、徳山ダム裁判 (住民訴訟)の被告代理人 (被告 :

岐阜県知事・梶原拓 (私人))を 務めており、梶原知事は繰 り返 し「徳山ダム建設予
定地の収用を急 ぐべきだ」と発言している。 11月 18日 、「住民訴訟原告」でかつ
「収用申請の対象者 =地権者」でもある28名 (17日 中に連絡がついた人)で、収
用委員の人選のやり直しを岐阜県知事に求めた。  <次 ページ新聞記事参照>

徳山ダム予定地に初めての強制収用 (11月 15日 )
1971年 の「確認書J「差入書」で、建設省と岐阜県は徳山村住民に対 して「強制収
用はしない」と確約 した。今回の旧徳山村住民所有の土地に対 しての強制収用の決定は、
公団・建設省・岐阜県が一体になって、道義に反する強権をふるったものである。地権者
のE氏は「裁決書の中身は公団の言い分の丸飲み」と憤 りを述べている。 15日 、当会と
して声明を発表。 <次ページ新聞記事参照 >

揖斐川を絞め殺すな ! 抗議の声を !

11/24転流=荒止め工事
公団は、上記収用裁決を得てただちに転流工事の発注を行い、荒止め―転流工事を 11
月 24日 午後 3時に行うと発表。公団は「節目になる工事」と宣伝 している。現在、ダム
サイ ト付近では、ダンプや重機が動き回っている。上記の裁決書では「 12月 1日 までに
明渡」となっているが、公団はこの期限さえ待たずに、工事を強行 しようとしている。

抗議先 : 〒501-o801 岐阜県揖斐郡揖斐川町上南方 631-1
水資源開発公団徳山ダム建設所

TEL 0 5 8 5-22-471 1// FAX 0585-22-4704
E―m江l:tOkuyama@giX.Orjp/LEH01040@ni■ y.nejp

公団のHP  hip:〃w、vw.water gojp/chubピ tOkuyamν

ll月 24日  緊急行動  抗議の思いを込めて、現地に !

現地=ダムサイ ト:午後 2時 15分結集。参加可能な方は事務局までご連絡下さい。



と
罰
再
甦
ド
>ヽ
ン こ
言
卜
=|

は
国
>ヽ
R針
■
Nヽ
澤
 ヽ|

。ヽ
」
サ
針

gバ
C馨
8澤
屁
さ́
せ
σ
し

辞

"薫

狐
e}
ョ
,こ
書
ョ

。汁
c)
じ
唱
蓼
ハ
き

バ
cm
姜
詳
卜
●
、
s麟
さ
詳

Oβ
こ́
ミ
SN
か
リ
サ
6受

薇
晏
H,
>け
肩
メ
ロ
→
」 〉

^
Ⅲ
敦
議
昴ヽ
とヽ
マ
7泰
準ヽ

キ
シ
Э
=鮮
昴
Ⅲ́
rj
l爵
コ
心

■
HO
β
 o
Og
rl
c‖
峰ヽ

当
10
出
HC
S3
譲
鶏
0三

烏
赫
か
針
館
葬
器
が
抑
d́節

満
製
N卜
,´
戯
灘
屁
□
→

。N
o3
漱
ざ
申
夕
■

決
醐
卜
が
3キ

“

Ⅲ゙
三
′ 3

討
0■
中
。さ
叫
湾
Θ
い
)|

・
出
さ
NC
fV
■
■ヽ
=0
■

叶
三
躍
燕
が
,4
o針
「
v峠
苔

拝
サ
(>
日
)●
湘
S枷
lm
蒲
ヨ
ヨ

|

ら
P再
ミ
淮
>´
=O
No
針

キヽ
40
ヨ
濁
董
澤
回́
」 〉 0
い

針
再
館
β
●
機
じ
事
海ヽ
リ
サ

6受
颯ヽ
H妄
>じ
□
≫
6́

針
館
詰
出
し
針
β
ら
8■
味

咋
磁
三
′0
卜
再
汗
掛
。,
出

0詢
肩
ξ
N中
製
口
丼
メ
屁
ご

卜
Э
回
」 〉
′ し
い
)0
尽
サ
昴

碑
ど
活
枷
l光
。 ^
3笙
じ
回
♪

=0
ヽ
き
OS
討
し
油
渇
註
賜

0諄
卜
′ `
ざ

訃
薇
‖
H硝
い

0卜
三ヽ
書
。N
CI
詳
藩
鮮

が
3識
磁
ヨ
漏
ユ
藩
0書
卦
)|

0本
心
当
IЭ
当
蕎
じ
(>
ョ
)ド

湘
0ヨ
ト
,コ
コ
d́=
口

i

+興
ゆ
樋
]潮
コ
●́
醒
ヨ
村
=

●
3装
薇
(珈

"蒲

0日
1き
)

が
コ
0リ
ヨ
燭
輌
コ
磁
汗
鮮
N

C館
市
EI
砕
迎
燭
童
島
0日
か

0́今
0磁
ご
活
枷
lテ
0)
ヽ

Eむ
)S
卜
詳
鰐
ド
●
尊
訴
妻

和ヽ
尋
じ
聖
,日
ヨヽ
蒐
壽
決

二 一 面 一 鯛 田

逮く
押
尋

ゆ
′田
計
十
碑
鰤
ゆ
蒲
凛
HI
■
H岬
ひ
百
油
 
捕
糸
′∈
碑

罪
)0
加
!淋
調
逹
麺
′汁
叫
 1
絣
は
螂
H書
>ゝヽ
扁
Σ
捕
再

。い
封
ざ
む
軌
慨
HI
日
Dコ
。汁
C~
lり
0洲
ll
l針

き
謙
卜叶
がヽ
イ 料゙
卦
栄
^バ

マ
|「
夕ヽ
■
評
粘
百
EE
 E
+ 
中

6瞬
べ
|●
■
●
型
O′
き
,4
令
掬準
市
議
甫
か
針
針
補
晋
10
弼

針
陰
∈
卦
百
コ
しヽ
ベ
ア
>斗
IH
丼
>>
ヽ
′d
淋
螂
鰐
ロ
ト

鳳 讐
ま う
バ ∫
需 品
量曽
]ζ
lき
  
  
  
  
  
コ |

|こ
こう
蜃
磋
71
黒

|コ
い
七・
rδ
う
署
■
0■
〉か

S澪
ふ
キ
=伴
ド
)ゝ
E君
」

べ́
=0
再
荘
掛
0回
」 〉

ハ
ン
ト
コ
ハ
,‐
lざ
餃

針
卜ヽ
しヽ
]`
■
汗
伴
09
リ

目
≫
で́
藩
欝
Э
琳
コ
浸
獅
R

落
回
館
□
♪
ぶ́
0。
)3
θ

諄
0淋
〇
淫
かヽ
ゴ
ヨ
じ
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徳山ダム・強制収用NO!
1市
(土)13時 30分から 16時
トピアセンター 学習室 2
中止を求める会

在間正史弁護士

上田武夫代表
・強制収用を許さない !私たちの取 り組み

集会後、交流会を行います。会費2500円 。希望者は事務局まで。

クマタカ

１

日
イ
設

１
ス建

２
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‐
・
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口徳山ダム裁判の現状と見通し …
・徳山ダム予定地のクマタカ問題 …

徳山ダム・大型猛禽類調査発表に注目を !

水資源開発公団と日本自然保護協会が 9月 末に締結 した協定に基づく、大型猛禽類調査

についての共同発表が、間もなく行われます。公団の「大型猛禽類の保護には十全に配慮

する」という建て前と「これまで通 り工事を進めるJこ ととの矛盾が露わになることは必
定です。今般の公団の一連の強行策は、この発表後の世論の攻撃を予測 し、「その前にや

るだけのことをやってしまえ」というものです。 (収用委員会の裁決の時期 もグル ?)

積雪時、工事がはかどらない時期を頭を低 くしてやり過ごしてしまえば、春には「日本的

集団健忘症」で世論もすっかり沈静化 しているだろう、という計算が見えます。

この公団のもくろみが通るかどうか。市民の自覚が問われています。

日本自然保護協会のHP:hip:〃 www nactt orjp/databaseたokuyama

なお、工事が強行されているダムサイト付近にもクマタカ 1つ がいが生息しています。

晩秋はクマタカの繁殖にとって、大切な時期です。共有 トラスト地近くで、クマタカ 1つ

がいの求愛行動が目撃されています (10月 23日 )。

12月 22日 臨山ダ ム裁判 第 4回口頭弁論
13時 30分 岐阜地裁/14時  岐阜市民会館で説明会

被告・建設大臣の「徳山ダムの水は必要」という「水需要予測」が、科学的検証に堪え

ないいい加減なものであることが一層はっきりしています。

裁判日程 :来年 3月 1日 (水 )/5月 10日 (水 )
いずれも岐阜地裁で 13時 30分から。

「やめよ !徳山ダム」徳山ダム建設中止を求める会通信 編集責任 :近藤ゆり子
事務局 大垣市田町 1-20-l  TEL/FAX 0584-78-4119
郵 便 振 替 :00800-7-31632 Email i tOkuyama(DgeOcities.co.」 p
LIRL:http://www.geocities.co jp/wallstreet/1214/
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明士戸

本日 11月 24日 、水資源開発公団は、揖斐川本流に土砂を入れて、転流を行つ

た。一部とはいえ、川から水をなくすことは、川の生態系に重大な影響
を与える。

これは川の首を絞める行為である。

水資源開発のためのダム
。徳山ダムは要らない、このことはもはや論議の余地も

ないほど明白である。これに対して公団や推進側は、徳山ダムがあたかも洪水調
節

を主目的にしたダムであるかのように喧伝する。笑止である。

これまでダム建設によって失われるものが、住民に明らかにされな
いまま事業が

進んできた。徳山ダムによって、揖斐川中・下流域住民は、お
いしくて安全な飲み

水を取り上げられ、ダムに投じられる巨額の建設費を背負わされ
る。イヌワシ・ク

マタカの棲む貴重な自然が破壊される。何ごとも官僚が決めて
いく政治は終焉した。

今や住民にすべての情報を明らかにして見直す
べきときであり、徳山ダム問題も例

外ではない。

公団は、日本自然保護協会との共同発表を目前にして、そ
の後の世論の攻撃を予

想して、あえて、今日、川を絞め殺そうとした。雪解けまで
の間を首をすくめてや

りすごせば世論をかわすことができると考える公団の姑息なやり方
に怒りをこめて

抗i義する。

,さ F可 }■、

ただt,IF本流の上砂を激上し,偵排水路人口を塞いで、川に水を戻せ。

生態系保全考一頭だにし41い工亭の強行を直ちにやめよ。

苺ち11氏■を重ね【:ま縦韓
'「

l卜業進ifをやめよ。

ilillCl)な声
'i執

行を決ヒノて許さない。

‐、量義脅・大量廃棄を「錦の御旗」とした過去の名残りである。

11と を余儀な く`された徳山村の人々に象徴される、この
「錦の御

まJ(ル 下で犠墨1にな
‐]た多くの人々の苦しみに思いを馳せる。そして財政破綻と環

境破壊の危機にさらさそ,未来の世代に思いを馳せる。だから、私た
ちは徳山ダム建

設を住民の手で中止させることのできる新しい社会のため
に、全国の同じ希望を抱

く多くの人々とともに、さらに前進することを誓うc

1999年 11月 24日

徳山ダム建設申止を求める会 (代表
・上田武夫)
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